
 
厚生労働科学研究費補助金（新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業） 

 
分担研究報告書（浜口班平成25年度） 

 
分担研究課題名：HTLV-1 感染症の診断法の標準化と発症リスクの解明に関する研究 

（HTLV-1 プロウイルス量検出感度以下のキャリアにおける抗体検査の検討） 
 

研究分担者：宇都宮 與   所属・職名：公益財団法人慈愛会 今村病院分院 院長 
 

研究要旨 
 HTLV-1 感染者の ATL 発症のリスクについては、末梢血中の高 HTLV-1 プロウイルス量（PVL）
が大きな要因のひとつとされている。一方、ATL 非多発地域では HTLV-1 キャリアが少ないので、
逆に HTLV-1 抗体偽陽性率が高いことも問題となっている。今回、当院で HTLV-1 キャリアのう
ち PVL が検出感度以下だった例に注目して検討を加えた。2003 年から 2013 年 4 月 30 日までに
当院で JSPFAD 研究に参加した 682 名の HTLV-1 感染者 2141 検体を対象とした。HTLV-1 キャリ
ア 435 名（1468 検体）中 1 回でも PVL 0.00 コピー/100PBMC となった例は 42 名（107 検体）で
あった。これらの例は、42 名全例 PA 法による HTLV-1 抗体は陽性であり、WB 検査を施行した
56 検体では陰性例はなかった（2 検体が判定保留）であった。 
 PVL が検出感度以下の例で経時的に複数回測定したキャリア 35 名では、ALL で同種骨髄移植
を施行した 1 例を除き、全例 PVL 陽性であった。HTLV-1 キャリアに対して PVL の測定と WB
抗体検査を用いた長期フォローアップは ATL 発症の監視とともに真の HTLV-1 キャリアかどうか
の判定にも有用である。 

Ａ.研究目的 
 ヒト T 細胞白血病ウイルス I 型（human T cell 
leukemia virus type I : HTLV-1)は、成人 T 細胞白
血病-リンパ腫（adult T-cell leukemia-lymphoma: 
ATL）の原因ウイルスである。末梢血中 HTLV-1
プロウイルス量（peripheral blood HTLV-1 virus 
load: PVL）が多いことが、ATL 発症のリスク
因子の一つとして報告されている。 
一方、PVL は検出感度以下の HTLV-1 キャリ

アも一定の割合でみられる。この場合、真のキ
ャリアかどうかが問題になることもある。また、
同種造血幹細胞移植後には PVL が検出感度以
下になる例があることは知られているが、夫婦
間感染などでも PVL が低い例が存在する。し
かしながら、ATL 非多発地域では HTLV-1 キャ
リアが少ないので、逆に HTLV-1 抗体偽陽性率
が高いことも問題となっている。 
今回、当院の血液外来を受診した HTLV-1 キ

ャリアのうち PVL が検出感度以下だった例に
注目して検討を加えた。 
 
Ｂ.研究方法 
 対象は、2003年から2013年4月30日までに当
院血液外来（HTLV-1キャリア外来）を受診し
て Joint Study Predisposing Factor on ATL 
Development（JSPFAD）研究に参加した682名
のHTLV-1感染者2141検体を対象とした。 
 方法：JSPFADに参加し測定した可溶性イン

ターロイキン-2レセプター（soluble interleukin 
-2 receptor: sIL-2R）値とPCR法で測定したPVL
を解析した。また、PVL が検出感度以下の例
に対しては、HTLV-1抗体のウェスタンブロッ
ト（WB）検査を行った。HTLV-1抗体価（PA
法とWB法）は、日本赤十字社九州ブロック血
液センターで施行した。 
 
（倫理面への配慮） 
 HTLV-1 感染者（HTLV-1 キャリアおよび ATL
患者）は、多くの場合不安を抱いており、疫学
などの調査研究においても心理的な面に十分
に配慮して説明を行い、同意を取得した。 
 
Ｃ.研究結果 
 研究期間中に JSPFAD 研究に参加した
HTLV-1 感染者は、682 名で、HTLV-1 キャリア
が 435 名、ATL 患者が 243 名であった。測定
検体数は、それぞれ 1468 検体、666 検体であ
った。 

HTLV-1 キャリア 435 名（1468 検体）のうち
1 回でも PVL が 0.00 コピー/100 末梢血単核細
胞（PBMC）となったものは 42 名（107 検体）
であった。107 検体中 56 検体について WB 検
査を実施し、陰性例はみられなかった。42 名
中 35 名は PVL の測定を 2 回以上行い、HTLV-1
キャリアの急性リンパ性白血病（ALL）症例で
同種造血幹細胞移植を施行した 1 例を除いて



34 名全員が少なくとも 1 回は PVL が陽性であ
った。 
 PVL の検査が 1 回のみの 7 名中 2 名に WB
検査を施行したところ 2 名とも WB 検査の結
果は判定保留であった。判定保留の 2 名の PA
法による HTLV-1 抗体検査は、8 倍と 16 倍であ
った。 
 
Ｄ.考察 
 当院の HTLV-1 キャリア 435 名（1468 検体）
中 1 回でも PVL 0.00 コピー/100PBMC となっ
た例は 42 名（107 検体）であった。これらの
例は、42 名全例 PA 法による HTLV-1 抗体は陽
性であり、WB 検査で陰性例はなかった（56
検体中 54 検体が陽性、2 検体が判定保留）で
あった。 
 経時的に複数回 PVL を測定したキャリア 35
名では、HTLV-1 キャリアの ALL で同種骨髄移
植を施行した 1 例を除き、全例 PVL 陽性であ
った。PVL が検出感度以下のキャリアにおい
ては、経時的な PVL 測定は、WB 検査ととも
に重要な検査と思われる。 
 今回の解析では、HTLV-1 抗体陽性例では、
一部の例で PVL が検出できない例が存在する
が、2 例の判定保留を除いて全例 WB 検査が陽
性であり、複数回検査での PVL は同種移植例
以外は全例陽性であり、偽陽性率は極端に低い
ものと推測される。また、経時的 PVL 測定は、
WB 判定保留例に対しても真のキャリアどう
かの判定に有用であると考えられる。 
 HTLV-1 キャリアの長期フォローアップは、
キャリアからの ATL 発症の監視のみでなく、
真のキャリアかどうかの判定にも重要である。 
 
Ｅ.結論 
 HTLV-1キャリアに対して PVL の測定と WB
抗体検査を用いた長期フォローアップは ATL
発症の監視とともに真のHTLV-1キャリアかど
うかの判定にも意義がある。 
 
Ｆ.健康危険情報 
 なし 
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